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詣 
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元
日
午
前
零
時
よ
り
、

　

峰
翔
会（
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
応
援
団
）が

　
「
甘
酒
」の
無
料
接
待
を

　
　

ご
奉
仕
い
た
し
ま
す
。

大
晦
日
よ
り
終
夜
参
拝

三
ヶ
日　

御
神
酒　

授
与

正
月
縁
起
物
多
数

　一
月
十
四
日(

火) 

午
前
七
時
〜

　

焼 

納 

祭（
ど
ん
ど
焼
）

二
月 

二 

日（
日
）十
一
時

　

節 

分　

還
暦
初
老
祈
願
祭

「
お
伊
勢
さ
ん 

初
ま
い
り
」

 

伊
勢
参
宮
旅
行

伊
勢
参
宮
旅
行 

参
加
者
募
集
中

二
月
十
三
日
〜
十
四
日（
木
・
金
）

 

参
加
費 

一
人 

二
一
、
〇
〇
〇
円

　
　
　

第
六
十
二
回 

神
宮
式
年
遷
宮

地
域
に
か
か
わ
ら
ず

多
数
お
申
し
込
み
下
さ
い
ま
せ
。

平
成
平
成
二
十
六

二
十
六
年

 
祭
行
事
の
ご
案
内

ご
案
内

　

吉
例『
宝
籤
』開
催

四
月
九
・
十
日（
水
･
木
）

　

春
季
大
祭

日　時　2月 2日（日）　午前９時３０分～
講　師　青 木 順 子 （あおき よりこ）先生　
参加料　子ども ３００円　大人 ５００円
２ヶ月に１度日曜日に開催予定です。
お子様だけでも大人だけでも、どなたでもご参加いただけます。

日時 2
師　青 
料　子

こ）先生
００円円　大

予定です
も、どな

丹 後 親 子 で 楽 し
む

第3日曜日
１０：００ ～１５：００

【開催日】　１2月1５日
  ３月１６日　４月２０日

http://http://konte1.comkonte1.com

出
展
者

出
展
者

募
集
募
集
中
！！

ゆ
ぅ
〜
っ
く
り

ゆ
ぅ
〜
っ
く
り

　

の
ぉ
〜
ん
び
り

　

の
ぉ
〜
ん
び
り

　1月2月はお休みです

神社の屋内でお食事や飲物を
「1day cafe」
手づくり体験ができる
「手づくり体験コーナー」開催中！



　

神
社
で
神
前
に
座
り
参
拝
者
を
見

護
る
の
が
狛
犬
で
す
が
、
当
社
に
は

二
対
の
石
狐
・
石
猫
（
狛
猫
）
も
含

め
総
て
で
十
一
対
と
た
い
へ
ん
多
く

が
座
っ
て
い
ま
す
。

　

最
も
古
い
も
の
が
神
門
前
の
文
政

二
年
（
一
八
一
九
）
、
次
い
で
粟
島

神
社
前
の
文
政
八
年
（
一
八
二
四
）
、

狛
猫
の
阿
形
が
天
保
三
年
（
一
八
三

二
）
に
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

粟
島
神
社
前
の
狛
犬
、
木
島
神
社

の
狛
猫
は
江
戸
時
代
石
工
の
長
谷
川

松
助
（
安
永
八
年 

一
七
七
九
生
）

の
手
に
よ
る
も
の
で
す
。
松
助
は

京
都
で
修
行
し
大
阪
で
開
業
の
後
丹

後
鱒
留
村
の
郷
へ
帰
り
、
丹
後
一
円

に
数
多
く
の
石
造
物
を
残
し
ま
し
た
。

当
社
の
大
鳥
居
を
文
政
六
年
（
一
八

二
二
）
に
手
掛
け
狛
猫
奉
納
の
翌
天

保
四
年
に
平
地
地
蔵
（
大
宮
町
常

吉
）
を
遺
し
て
い
ま
す
。

　

さ
す
が
に
名
を
馳
せ
た
石
工
の
作

で
粟
島
神
社
前
の
狛
犬
は
他
と
は
造

り
が
異
な
り
彫
刻
品
と
し
て
も
た
い

へ
ん
素
晴
ら
し
い
出
来
の
作
品
と
解

り
ま
す
。

　

秋
葉
神
社
前
の
も
の
は
風
化
が
進

み
一
見
何
が
あ
る
の
か
解
ら
な
い
ほ

ど
で
す
。
年
代
な
ど
も
不
明
で
す
が

粟
島
神
社
の
も
の
に
酷
似
し
て
お
り
、

こ
の
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

後
ろ
足
立
ち
で
の
独
特
な
姿
勢
は
全

国
的
に
は
あ
ま
り
例
が
な
い
よ
う
で

す
が
、
丹
後
で
は
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

石
段
を
登
り
切
っ
た
と
こ
ろ
に
二

組
が
、
二
の
鳥
居
前
に
は
三
組
も
が

居
並
び
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て

奉
納
さ
れ
た
も
の
で
す
。
凝
灰
岩
と

い
う
砂
質
の
柔
ら
か
い
石
で
出
来
た

も
の
が
多
く
風
化
損
傷
が
進
み
阿
形

の
下
あ
ご
が
欠
け
て
し
ま
っ
た
も
の

も
あ
り
ま
す
。

　

元
来
は
向
か
っ
て
右
の
阿
形
が

「
獅
子
」
、
左
の
吽
形
で
頭
に
一
角

が
あ
る
の
が
「
狛
犬
」
で
す
が
、
今

で
は
対
で
狛
犬
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

因
み
に
当
社
松
助
作
の
狛
犬
と
狛
猫

は
阿
吽
が
左
右
逆
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
目
に
す
る
機
会
は
少
な
い
で
す

が
ご
本
殿
の
中
に
は
木
造
の
も
の
が

納
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
す
。

　

威
嚇
す
る
か
の
よ
う
な
恐
ろ
し
い

形
相
は
神
様
を
お
護
り
す
る
為
で
す

が
、
神
社
参
り
の
際
参
道
を
進
ん
で

狛
犬
に
会
う
と
思
わ
ず
気
が
引
き
締

ま
り
ま
す
。
参
拝
の
前
に
手
水
で
身

を
清
め
る
の
と
同
様
、
狛
犬
に
睨
ん

で
も
ら
っ
て
気
を
引
き
締
め
る
こ
と

も
お
清
め
の
一
つ
に
な
る
の
で
す
。

　　

　

当
神
社
を
象
徴
す
る
も
の
の
ひ
と

つ
が
明
治
四
十
四
年
の
御
鎮
座
百
年

祭
に
設
置
さ
れ
た
一
八
〇
段
も
の
石

段
で
す
。

　

石
段
の
両
側
に
連
な
る
芳
名
碑
は

百
年
祭
の
寄
付
者
と
昭
和
二
年
の
北

丹
大
震
災
復
興
の
寄
付
者
芳
名
が
入

り
交
じ
っ
て
並
ん
で
い
て
、
同
姓
名

の
も
の
が
複
数
有
る
の
は
そ
の
た
め

で
す
。

　

き
れ
い
に
大
き
さ
の
揃
え
ら
れ
た

御
影
石
を
人
力
の
み
で
設
置
し
た
匠

人
の
業
と
労
苦
は
想
像
も
出
来
ま
せ

ん
が
、
北
丹
地
震
も
ほ
ぼ
無
傷
で
乗

り
越
え
た
見
事
な
匠
技
に
よ
っ
て
百

年
間
参
拝
の
道
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
創
建
当

年
に
奉
納
さ
れ
た
水
盤
（
手
水
鉢
）

が
石
段
上
の
一
角
に
ひ
っ
そ
り
と
遺

さ
れ
て
い
ま
す
。

石
造
物
は
創
建
以
来
各
年
代
の
物
が

遺
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
創
建
当
年
の

物
は
珍
し
く
貴
重
で
す
。

奉
納
し
た
の
は
当
時
峯
山
藩
の
番
頭

を
務
め
た
渡
辺
但
見
で
す
。
渡
辺
但

見
は
当
社
御
遷
宮
の
際
藩
主
京
極
高

備
公
の
名
代
と
し
て
讃
岐
の
本
社
ま

で
赴
き
、
御
分
霊
を
峯
山
ま
で
運
ぶ

大
役
を
果
た
し
た
そ
の
人
で
す
。

　

水
盤
に
刻
ま
れ
た
銘
に
は

「
奉
納 

渡
邉
但
見
源
俊
猛 

敬
白
」

「
文
化
八
辛
未
歳  

六
月
吉
祥
日
」

と
だ
け
あ
り
ま
す
が
、
藩
の
番
頭
と

し
て
金
刀
比
羅
宮
勧
請
に
奔
走
す
る

姿
が
偲
ば
れ
、
そ
の
信
仰
心
の
深
さ

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

場
所
は
拝
殿
前
広
庭
で
「
百
度

石
」
の
あ
る
参
道
を
挟
ん
だ
向
か
い

側
で
す
。
ち
な
み
に
百
度
石
も
文
政

元
年
（
一
八
一
八
）
か
ら
現
在
ま
で

所
願
の
数
多
く
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

      

境
内
に
座
る 

狛
犬
た
ち    　
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創
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古
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神
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四
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天
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三
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（
一
八
三
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奉
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神
社

狛
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江
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石
工
の
長
谷
川
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安
永
八
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一
七
七
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生
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手
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よ
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も
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で
す
。
松
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は

都
で
修
行
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大
阪
で
開
業
の
後
丹

鱒
留
村
の
郷
へ
帰
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、
丹
後
一
円

数
多
く
の
石
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物
を
残
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ま
し
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。

社
の
大
鳥
居
を
文
政
六
年
（
一
八

二
）
に
手
掛
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奉
納
の
翌
天

四
年
に
平
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大
宮
町
常
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し
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ま
す
。

さ
す
が
に
名
を
馳
せ

で
粟
島
神
社
前
の
狛
犬

り
が
異
な
り
彫
刻
品
と

へ
ん
素
晴
ら
し
い
出
来

り
ま
す
。

秋
葉
神
社
前
の
も
の

み
一
見
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が
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の
か

ど
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す
。
年
代
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ど
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社
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も
の
に
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こ
の
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も
の
と
思
わ

後
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特

国
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に
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が

す
が
、
丹
後
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は
多
く

石
段
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切
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た

組
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二
の
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居
前
に

居
並
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、
明
治
か
ら
昭

奉
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さ
れ
た
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で
す
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も
の
が
多
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の
下
あ
ご
が
欠
け
て
し

も
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り
ま
す
。

元
来
は
向
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っ
て
右

「
獅
子
」
、
左
の
吽
形

が
あ
る
の
が
「
狛
犬
」

で
は
対
で
狛
犬
と
呼
ば

な
っ
て
い
ま
す
。

因
み
に
当
社
松
助
作
の

は
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が
左
右
逆
に
な

当
神
社
を
象
徴
す
る
も
の
の
ひ
と

つ
が
明
治
四
十
四
年
の
御
鎮
座
百
年

祭
に
設
置
さ
れ
た
一
八
〇
段
も
の
石

段
で
す
。

石
段
の
両
側
に
連
な
る
芳
名
碑
は

百
年
祭
の
寄
付
者
と
昭
和
二
年
の
北

丹
大
震
災
復
興
の
寄
付
者
芳
名
が
入

り
交
じ
っ
て
並
ん
で
い
て
、
同
姓
名

の
も
の
が
複
数
有
る
の
は
そ
の
た
め

で
す
。

き
れ
い
に
大
き
さ
の
揃
え
ら
れ
た

御
影
石
を
人
力
の
み
で
設
置
し
た
匠

人
の
業
と
労
苦
は
想
像
も
出
来
ま
せ

ん
が
、
北
丹
地
震
も
ほ
ぼ
無
傷
で
乗

り
越
え
た
見
事
な
匠
技
に
よ
っ
て
百

年
間
参
拝
の
道
を
守
っ
て
い
ま
す
。

文
化
八
年
（
一
八
一

年
に
奉
納
さ
れ
た
水
盤

が
石
段
上
の
一
角
に
ひ

さ
れ
て
い
ま
す
。

     

境
内
に
座
る

狛
犬
た
ち    

見

百
年
前
の

石

段

  

創
建
時
の

ものも「がでな因は

二
対
の
石
狐
・
石
猫
（
狛
猫
）
も
含

め
総
て
で
十
一
対
と
た
い
へ
ん
多
く

が
座
っ
て
い
ま
す
。

神
社

狛
猫

二
）粟

の
狛

松
助

の
手

京
都

後
鱒

に
数

当
社

二
二

保
四

吉
）

元
年
（
一
八
一
八
）
か
ら
現
在
ま
で

所
願
の
数
多
く
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

現在の神門

神門前 最古の狛犬

稲荷神社前 石狐

建前の様子

粟島神社前 石工松助作

震災時の石段最上部より

「百年祭」

「明治四十四年十月」

渡辺但見奉納 水盤文化八年奉納の刻印

拝殿前の百度石 二の鳥居前 顎が欠落 秋葉神社前 判別不明


